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注意事項
• 本講義の内容は演者の個人的見解を基に述べており、

所属組織とは関係ありません。

• 録音・録画等を禁止とします。

• 本動画は令和４年９月22日の本講演用に作成したものであり、

複製等による使い回しは許可しておりません(配布資料を含む)。

• 質問はまとめてメール等でいただきましたら回答します。

※ ９月末まで
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Agenda

• 業務量調査をするには （30分程度）

• 入力ルールの統一について （30分程度）
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和歌山マスコットキャラクター きいちゃん

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/wakayamaprcharacter/kiichan_shiyou/kiichan_shiyou.html

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/wakayamaprcharacter/kiichan_shiyou/kiichan_shiyou.html


業務量調査について 要旨
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・決定的な調査方法まだ確立されていない。

・調査をするには明確な「目的」が必要。

・管理（調査）するには客観的に測定する指標が必要。



簡単に言うと
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・なんのため？
→ 経費削減？

業務量軽減？
生産性（作業効率）の向上？
業務量の均一化？

・誰のため？
→ 従業員？

組織？

「業務改善のため」といったざっくりとした目標では、
結果もざっくりとしたものしかでてこない



１ 調査目的

２ 調査方法

その後、

３ 調査の結果

→ 単純に結果のみ

４ 考察

→ 結果の考察

改善案の提案
6

考えるべきこと



【目的】

なにをしたいのか？

→ 現状把握（分かっていることと分かっていないことの整理）。

「調査」することによって知りたいこと。

「分かったこと」をもとに改善（介入）したいこと。

→ 例）業務量の軽減、業務量の均一化等

【方法】

どのように実施するか？

→ やりかたはいろいろあるが、目的によって変わる。 7

整理すべきこと



目的の因数分解（細分化）
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【現状把握】
現状の背景

→ 社会の現状
会社の現状

問題点
→ 現状のままでは不都合な点の整理（改善したいこと）

※ 全部列挙する必要はなく、「調査」によって改善したい点を挙げる

→→ だから調査する必要がある

調査に対して、明確で細分化した目標設定が重要

正式に「調査」する場合は、これらを決めておくと結論がぶれない



やるべき順番（案）

① やりたいこと（最終目標）を挙げる

→ まずは肌感覚でOK

② 現状把握

→ 背景を整理する

③ 調査することにより、やりたいことができるか考える

→ 実現可能性の検討
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調査方法
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【目的により異なる】
→ アンケート調査

→ 誰に対して？どのようなアンケート？集計方法は？

→ 業務（量）の可視化
→ 似たような業務形態の会社の模倣。

外部コンサルタントへの委託。
→ 非常に手間とコストがかかる。

→ モニタリング
→ 外部コンサルタントが入ることが多い

「目的」が定まっていないと、なにもいえない（費用等の話はその後）



蛇足ながら
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【方法】
・いつまでに
・どの程度の期間で
・誰に対して

これらは「方法」の部分で検討

【考察】
・調査にかける費用や労力
・その費用対効果
・改善案
・改善案の実現可能性
・この調査の妥当性

これらは「考察」の部分で検討
→ 調査前にざっくりとした見積り、仮設は立てておく



そもそも誰のための業務量調査？
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職員
→ 「残業代がもらえるなら、残業してもいい」

「残業代をきっちりもらったとしても残業したくない」
→ この２つの考え方は混在する。

組織
→ 社会的規範のため？

離職率低下のため？



福祉分野：平等(Equality)と公平(Equity)

• 資源（木箱）を与える

→ 業務負担とは

ちょっと違った考え方。

13引用: Illustrating Equality VS Equity - Interaction Institute for Social Change : Interaction Institute for Social Change



平等(Equality)と公平(Equity)

• 同じ分配

→ 3人に10万円を配布

• 個人の特性に合わせた分配

→ 30万円を分配

※ 総予算は同じ30万円

14引用: Illustrating Equality VS Equity - Interaction Institute for Social Change : Interaction Institute for Social Change
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財源（資源）には限りがある

• 与えられた予算内でやりくり（分配）するか？

• 予算を増やすように働きかけるか？

引用: ACフォト



業務量：平等(Equality)と公平(Equity)

• 全員が同じ業務量

→ 平等

• 職員の適正に合わせた業務量

→ 公平
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平等(Equality)と公平(Equity)

• 消費税

→ 全員が同じ税率 10%

→ 平等

• 所得税

→ 所得により税率が異なる

→ 公平

引用:財務省, https://www.mof.go.jp/tax_policy/summary/income/b02.htm
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問題点はどちらか？

• 業務量（の負担）が不均衡か？

→ 不公平感を感じさせないことが大事。

調査も実施も難しい。

• 全体の業務量が多すぎるのか？

→ 財源に限りがあるのと類似の考え方。

どちらに焦点を当てたいのかを決める必要がある

（目的の明確化）



平等(Equality)と公平(Equity)

個々に合わせた業務依頼（指導）

19引用: 弥報online, https://media.yayoi-kk.co.jp/business/11867/



平等(Equality)と公平(Equity)

• 誰にどのように配分するかの検討が必要。

→ 一番大変な作業。

正解はない。

• 社会であれば福祉の観点から必要。

• 会社での場合は、、、？？

→ 給与等での補正？

実現可能性は？

企業風土も大きく影響。
20引用: Robert Wood Johnson Foundation



目的の明確化

• なんのための業務量調査？

→ 誰のため？

調査することによる目標（ゴール）は？

業務の均一化？

→ 平等か公平か。

業務負担を減らしたい？

→ 人を増やすか業務を減らすか作業効率を上げるか。
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測定できないものは管理できない

22写真引用元：Wikipedia

Peter Ferdinand Drucker(1909-2005)

社会的な責任を引き受け、問題の解決に乗り出す前に、マ
ネジメントたる者は、問題のどの部分を自らの強みに合っ
たものにすることができるかを検討しなければならない。
測定可能な目標で表せる分野があるかを考えなければなら
ない。

もしそのような分野があるならば、自らの社会的責任と
して、さらに検討してよい。しかし、そのような分野がな
いならば、問題がいかに重要であって緊急を要するとして
も責任を負うことは抵抗しなければならない。

そのようなものを引き受けても、社会に害をなし、自ら
に害をなすだけである。成果をあげることはできず、した
がって責任をもつもとはできない。

引用元：個人ブログ（マネジメントP401からの孫引き）
https://jumperson.hatenablog.com/entry/2013/09/07/101219
下線は講師作成
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背が高い ×
身長170cm 〇

「背が高い」の定義は人によって異なる。
170cmを「高い」と表現する人もいれば、180cmを「高い」と表現する人もいる。
（170cmを「低い」と表現する場合もある）

その人の主観や立場によって「高い・低い」というのは共通言語になり得ない。

測定≒評価

背の高さに対する評価
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② 「主観的な評価」を客観的評価にする方法もある（数値化）
例） アンケート調査

１．非常に悪い ２．悪い ３．普通 ４．良い ５非常に良い

※ １、５は逆でも良いが、よく考えて設定する
※ 得られる結果は数値だが、回答者の「主観」が多く入る

測定≒評価

うちは良い病院だ ×
患者満足度調査で高い評価だ △
患者満足度調査で平均４だ 〇

病院に対する評価 （自分の病院）
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ここは良い病院だ ×
病院ランキングで１位だ 〇

① 「良い病院」の定義は人によって異なる。
定まった測定方法がない場合、自分で基準を作る。

例：「待ち時間が短いのが良い病院」と定義し、
「（他の病院と比べて）待ち時間が短いから良い病院だ」

ただし、この勝手に定義した基準が合理的なものか否かは検討する必要がある。

測定≒評価

病院に対する評価（複数の病院）



病院の評価をするには？（専門的な話）

医療（病院）の質の評価
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病院の評価をするには？（専門的な話）

質 ≠ 量
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ドナベディアンモデル
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構造 過程 結果

医療従事者数 診断の妥当性 患者満足度

医療従事者の配置 治療の妥当性 QOLの向上

専門医の数 技術レベル 死亡者数

医療設備 接遇 入院日数

など など など
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【構造】

医師数

看護師の配置数

→ 診療報酬の配置基準に適用

病床数

医療機器の設置

→ 患者受け入れ許容量に関係

病院の評価をするには？（専門的な話）
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【過程】

診断・治療の妥当性

→ ガイドラインを遵守しているか？

→ 評価が難しい

治療技術のレベル

→ 評価が難しい

病院の評価をするには？（専門的な話）
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【結果】

入院日数、手術件数、死亡退院数

→ 患者調査、病院報告等で報告義務

※ 数値として公開されている場合が多いが、

これだけで病院の評価をするのは誤り

病院の評価をするには？（専門的な話）



32

• 「数値でないもの」を合理的な考えに基づいて数値化する。

→ 先人たちの積み上げや研究発表によって、

業界でのコンセンサスを得る。

• 医療技術は日進月歩で進化（変化）していることもあり、

決定的な評価方法は確立されていない。

数値化できないものを評価するには？
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いつも仕事している ×
毎日残業している △
昼休みも働いている △

「いつも仕事している」はいつのことなのか？
業務時間中なのか、始業前なのか終業後なのか。

どれくらい（時間）の仕事？
どれくらい（業務量）の仕事？
その人にしかできない専門的な仕事？ → 質的評価

→ 何を測定したいのか？
→「目的」がなくては評価は無理

測定≒評価

業務量に対する評価



業務量調査 まとめ
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・決定的な調査方法はまだ確立されていない。

・調査する目的を明確にしなくては、結果も明確なものはでてこない。
→ なにをしたいのか？なにを調査（測定）したいのか？

・「業務量」を「測定」する必要がある。
→ 測定の尺度は共通言語を用いる。

→ 測定方法は独自のもので構わないが、検証と再現性が必要。



Excel入力時の統一ルール

• 2020年12月に総務省が公開しています。
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入力ルールの統一について

「共通言語」を使用する
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共通言語

自分が読みやすい言語 ≠ 人が読みやすい言語
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自分が分かりやすい表現 ≠ 人が分かりやすい表現



人間が読める言語 ≠ コンピュータが読める言語
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コンピュータにとっては、「読める or 読めない」のみ

共通言語 ≒ コンピュータが読める言語



見た目は似ていてもPCは違うものとして認識する
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見た目は似ていてもPCは違うものとして認識する
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文字認識 ≠ 数値認識

見た目は同じでもPCは違うものとして認識する
（ことがある）

コンピュータが「読めている」が、人が意図しない読み方

特に



見た目は同じでも
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見た目は違っていても
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Excelでの入力時に決めておくこと

プリントアウトして人が使うのか

or

データとして使用するのか
55



Excel使用上のルール（提案）

半角入力を原則とする
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（全角は日本語入力のときのみ）



データの種類について
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教科書的には

• 質的変数

→ 名義尺度

順序尺度

• 量的変数

→ 間隔尺度

比例尺度
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４つの尺度
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• 名義尺度

→ 名前、電話番号、郵便番号、住所 他

※（数値だったとしても）その数値自体に意味はない。

• 順序尺度

→ 順位

※ 1位と2位、2位と3位の間隔に意味はない。



• 間隔尺度

→ 満足度等のアンケート

例） １．非常に良い ２．良い ３．普通 ４．悪い ５非常に悪い

西暦

※ 差に意味はあるが、比率に意味はない

• 比例尺度

→ 身長、金額

※ Excelで計算しやすい
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尺度はややこしいので

まずは、

数値 or 文字

で分類しましょう
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その次に

数値にどのような意味があるかを考えましょう。
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例）・順位（Excelのソート）に意味があるか？
・順位の間隔にはどのような意味があるか？

そもそも
・住所を番地まで入れる意味はあるか？
・電話番号を入れる意味はあるのか？

→ データ作成目的の明確化。



最後に

• データ入力方法を統一（変更）するには非常に労力がかかります。

• その注いだ労力は、必ず結果となって還ってきます。

• 最後まで改革するには時間がかかるので、

まずは本日の内容から始めていきましょう。
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Take home message
① 目的の明確化

② 測定できないものは管理できない

③ Excelの使用はルールを統一する

④ Excelは半角入力を原則とする

⑤ Excelに入力した数値の意味を考える
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ご清聴ありがとうございました
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